
1　2012年4月号

日
本
医
療
経
営
実
践
協
会

で
は
３
月
20
日
に
第
４
回

理
事
会
を
開
催
し
、
平
成

24
年
度
事
業
計
画
お
よ
び

会
員
制
度
・
受
験
方
式
改

定
に
つ
い
て
の
議
論
が
行

わ
れ
た
。

第
４
回
理
事
会
で
は
、

平
成
23
年
度
に
行
わ
れ
た

「
医
療
経
営
士
２
．
３
級
」

資
格
認
定
試
験
の
実
施
報

告
や
、
平
成
24
年
度
資
格

認
定
試
験
実
施
日
の
確

認
、「
認
定
登
録
医
療
経

営
士
」（
正
会
員
）拡
大
推

進
に
つ
い
て
、「
認
定
登

録
医
療
経
営
士
」の
養
成

お
よ
び
職
務
能
力
向
上
の

た
め
の
研
究
会
や
セ
ミ

た
。な

お
、
平
成
24
年
３
月

31
日
現
在
、「
認
定
登
録

医
療
経
営
士（
正
会
員
）」

の
者
に
つ
い
て
は
、
払
込

済
み
の「
入
会
金
」の
一
部

を
２
年
目
以
降
の「
年
会

費
」と
し
て
充
当
さ
れ
る

こ
と
と
な
る（
図
1
）。

改
定
事
項
２

「
受
験
方
式
」に
つ
い
て

「
医
療
経
営
士
３
級
」は
、

医
療
機
関
勤
務
者
お
よ
び

ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
産
業
勤

務
者
等
に
共
通
し
て
、
医

療
人
と
し
て
の
基
礎
知
識

保
有
者
で
あ
る
こ
と
が
再

認
識
さ
れ
、「
３
級
」合
格

を「
医
療
経
営
士
」の
入
口

と
し
、「
２
級
」直
接
受
験

を
廃
止
し
、「
３
級
」受
験

を
必
須
と
す
る
こ
と
と
し

た
。
ま
た
、「
認
定
登
録

医
療
経
営
士
３
級（
正
会

員
）」で
あ
る
こ
と
が
、「
２

級
」の
受
験
要
件
と
し
て

新
た
に
定
め
ら
れ
た
。

な
お
、
現「
２
級
分
野

合
格
者
の
う
ち
未
入
会

者
」等
に
は
一
定
の
経
過

措
置
が
設
け
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
４
月
１
日
よ

り
新
制
度
が
施
行
さ
れ
、

「
受
験
」
方
式
に
つ
い
て

は
、
10
月
21
日
実
施
試
験

よ
り
施
行
さ
れ
る
。

詳
し
く
は
当
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た

い
。

地
域
支
部
設
立
・
稼
動
に
よ
り

研
究
会
活
動
の
充
実
化
を

「
認
定
登
録
医
療
経
営
士

（
正
会
員
）」
の
資
質
維

持
・
現
場
で
役
立
つ
経
営

実
践
力
の
向
上
の
場
と
し

て
、
５
支
部（
関
東
・
東

海
・
関
西
・
北
陸
・
九
州

／
平
成
24
年
3
月
31
日
現

在
）が
発
足
し
て
い
る
が
、

そ
の
活
動
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、新
た
に
北
海
道
、

東
北
、
中
国
、
四
国
の
各

地
域
に
つ
い
て
も
発
足
に

取
り
組
み
、
研
究
会
な
ど

の
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る

こ
と
で
合
意
し
た
。

ま
た
、
同
日
開
催
さ
れ

た
臨
時
社
員
総
会
に
お
い

て
、
行
天
良
雄
氏（
写
真
）

が
理
事
に
選
任
さ
れ
た
。

ナ
ー
の
開
催
、
地
域
支
部

体
制
の
構
築
・
支
援
な
ど

の
平
成
24
年
度
事
業
計
画

に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ

た
。

改
定
事
項
1

「
会
員
制
度
」に
つ
い
て

一
昨
年
９
月
に「
医
療

経
営
士
３
級
」資
格
認
定

試
験
合
格
者
第
１
期
生
が

誕
生
し
て
か
ら
合
格
者
の

累
計
が
１
，
２
０
０
名
を

超
え
た
こ
と
を
受
け
、
合

格
者
の
う
ち
未
入
会
者
に

つ
い
て
は
、
資
質
の
維
持

お
よ
び
実
践
能
力
の
向
上

の
観
点
か
ら「
認
定
登
録

医
療
経
営
士（
正
会
員
）」

と
し
て
、
本
協
会
へ
の
入

会
を
推
奨
し
て
い
く
た

め
、「
会
員
制
度
」を
改
定

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
合
格

者
が「
認
定
登
録
医
療
経

営
士（
正
会
員
）」と
し
て
、

地
域
支
部
に
よ
る
研
究
会

活
動
等
に
参
加
し
研
鑽
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
入
会

へ
の
負
担
軽
減
を
目
的
と

し「
入
会
金
」制
度
を
廃
止

し
、
入
会
に
か
か
る
事
務

手
続
き
・
管
理
料
と
し
て

「
登
録
料
」を
新
た
に
設
け行天良雄・理事

医事評論家／
元ＮＨＫ解説委員
［職歴・経歴］
長くＮＨＫの解説委員
として幅広く活躍。問
題をとらえる視点と
切り口、提言には定評
がある。厚生省医療
審議会専門委員をは
じめ、各自治体の委
員を務めるなど代表
的医療ジャーナリスト
の一人。

平成24年度　6月17日（日）実施 「医療経営士」資格認定試験エントリー
第3回「医療経営士」2級資格認定試験 第6回「医療経営士」3級資格認定試験

試験開始時間 13：00～　※第2分野のみの受験の方は、14：35開始 10：15～

受験料

「3級取得者」「3級未取得者」　15,000円（税込）
※「3級未取得者」は、同日午前中実施の3級受験必須 8,400円（税込）

「2級分野合格者」　13,000円（税込）

試験会場（予定）札幌会場（札幌市）、仙台会場（仙台市）、東京会場（千代田区）、名古屋会場（名古屋市）、大阪会場（大阪市）、福岡会場（福岡市）、金沢会場（金沢市）

エントリーはインターネットが便利です。
URL http://www.jmmpa.jp/application.html
※�インターネットを使用できない場合はTEL03-5296-1933まで
　ご連絡ください。
主　催：一般社団法人日本医療経営実践協会

5月2日（水）まで

図1　入会金・年会費の改定
改定前（2012年3月31日まで）

等級 入会金
1年目 2年目 3年目 4年目

年会費 年会費 更新料 年会費 年会費

３級
30,000円 10,000円 10,000円 20,000円

（2年間有効）
10,000円 10,000円

Ａ：10,000円 Ｂ：10,000円 Ｃ：10,000円

等級 入会金
1年目 2年目 3年目 4年目

年会費 年会費 年会費 更新料 年会費

２級
30,000円 10,000円 10,000円 10,000円 50,000円

（3年間有効）
10,000円

Ａ：10,000円 Ｂ：10,000円 Ｃ：10,000円

改定後（2012年4月1日施行）

等級 登録料
1年目 2年目 3年目 4年目

年会費 年会費 年会費 更新料 年会費

２級
3級 Ａ：10,000円 10,000円

B：10,000円 Ｃ：10,000円 10,000円
（3年間有効）

10,000円
入会金を充当 入会金を充当

※平成24年3月31日現在、「個人正会員」は入会金の一部（20,000円）が年会費（2年目以降）として充当されます。
※平成24年4月1日以降に入会の方は、「登録料」10,000円、「年会費」10,000円となります。

　第４回理事会を開催　平成２４年度事業計画決定

「医療経営士」の資質維持・向上の観点から、
会員制度・受験方式を改定
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●編　集／日本医療企画
●毎月1回発行
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質
問
の
内
容

①
医
療
界
に
お
け
る

「
医
療
経
営
士
」の
役
割

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
、
②「
医
療
経

営
士
2
級
」取
得
を
目

指
し
た
き
っ
か
け
、
③

試
験
に
向
け
た
学
習
方

法
、
④
5
月
に
開
催
す

る
受
験
対
策
講
座
で
講

師
を
担
当
す
る
に
あ
た

り
、
心
が
け
た
い
点

①「
医
療
経
営
士
3
級
」資

格
認
定
試
験
で
問
わ
れ
る

知
識
は
、
職
種
に
限
ら
ず

医
療
経
営
の
基
礎
で
あ

り
、
そ
の
習
得
は
必
須
で

す
。
総
務
や
経
理
、
医
事

と
い
っ
た
専
門
分
野
に
偏

り
が
ち
な
病
院
の
事
務
系

職
員
に
お
い
て
も
、
医
療

制
度
や
診
療
報
酬
改
定
等

に
対
応
す
る
た
め
に
広
い

知
識
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

医
療
関
連
企
業
従
事
者
に

お
い
て
も
、
業
界
独
特
の

用
語
の
意
味
を
理
解
す
る

こ
と
で
病
院
と
の
会
話
が

円
滑
に
な
り
ま
す
。

医
療
経
営
士
2
級
で

は
、
経
営
企
画
室
や
経
営

幹
部
に
必
要
な
知
識
の
習

得
を
目
指
し
ま
す
。
会
計

や
資
金
調
達
な
ど
経
営
会

議
で
議
案
に
上
が
る
内
容

を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
事

務
系
職
員
の
経
営
参
画
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
医
療
経
営
を
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
立
場
と
し
て
医
療

経
営
士
2
級
の
知
識
を
有

し
て
い
る
の
は
当
然
で
あ

り
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
病
院

に
当
資
格
の
取
得
を
勧
め

る
た
め
に
、
そ
の
難
易
度

や
取
り
組
み
方
を
身
に
付

け
る
た
め
に
自
ら
受
験
し

ま
し
た
。
経
営
学
、
財
務

会
計
論
、
管
理
会
計
論
な

ど
公
認
会
計
士
の
試
験
科

目
と
共
通
す
る
内
容
が
多

く
、
自
ら
の
基
礎
知
識
が

テ
キ
ス
ト
の
理
解
に
役
立

ち
ま
し
た
。

③
診
療
報
酬
や
介
護
報
酬

が
試
験
内
容
に
多
く
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
報

酬
改
定
に
よ
り
ど
の
よ
う

に
医
業
収
益
に
影
響
を
与

え
て
い
る
か
ど
う
か
、
そ

れ
に
伴
う
人
件
費
な
ど
の

コ
ス
ト
は
ど
れ
く
ら
い
か

か
る
か
と
い
う
点
を
意
識

し
な
が
ら
勉
強
し
ま
し

た
。
試
験
２
週
間
前
ぐ
ら

い
か
ら
テ
キ
ス
ト
の
中
で

理
解
が
浅
い
部
分
に
つ
い

て
ノ
ー
ト
に
箇
条
書
き
で

ま
と
め
、
直
前
に
ノ
ー
ト

を
読
み
返
し
ま
し
た
。

④
テ
キ
ス
ト
の
量
が
医
療

経
営
士
３
級
よ
り
も
膨
大

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
で

き
る
だ
け
ポ
イ
ン
ト
を

絞
っ
て
分
か
り
や
す
い
講

義
を
心
が
け
ま
す
。
頻
出

分
野
で
あ
る
診
療
報
酬
・

介
護
報
酬
に
つ
い
て
は
24

年
改
定
を
ふ
ま
え
て
点
数

（
単
位
）
そ
の
も
の
よ
り

も
、
変
わ
っ
た
背
景
や
今

後
の
方
向
性
に
重
点
を
置

い
て
解
説
し
ま
す
。
経
営

学
一
般
に
つ
い
て
は
、
抽

象
的
な
説
明
に
と
ど
ま
ら

ず
、
病
院
の
事
例
を
で
き

る
だ
け
ふ
ま
え
、
正
否
が

判
断
し
や
す
い
会
計
、
資

金
調
達
に
つ
い
て
は
専
門

用
語
を
あ
ま
り
使
わ
ず
に

解
説
し
ま
す
。
試
験
対
策

と
し
て
は
今
ま
で
出
題
さ

れ
た
論
点
に
つ
い
て
ポ
イ

ン
ト
を
押
さ
え
な
が
ら
、

ミ
ニ
テ
ス
ト
な
ど
を
お
こ

な
い
楽
し
く
一
緒
に
学
習

し
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

①
医
療
経
営
に
関
し
て

は
、
全
体
が
見
渡
せ
、
か

つ
種
々
の
デ
ー
タ
を
収
集

し
、
そ
れ
を
有
効
に
活
用

で
き
る
人
材
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
役

割
を
担
う
の
が
、
ま
さ
に

医
療
経
営
士
で
す
。
人
、

モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報
に
関

し
て
幅
広
い
知
識
を
も

ち
、
そ
の
知
識
を
最
大
限

生
か
し
、
医
療
現
場
で
実

践
で
き
る
人
材
と
し
て
期

待
し
て
い
ま
す
。

②
保
健
医
療
経
営
大
学
で

医
療
に
関
し
て
教
え
て
い

ま
す
が
、
担
当
し
て
い
る

ゼ
ミ
生
と
実
社
会
に
出
て

か
ら
役
に
立
つ
医
療
経
営

に
関
し
て
も
共
に
学
び
た

い
と
思
っ
た
と
き
に
、
医

療
経
営
士
2
級
の
充
実
し

た
テ
キ
ス
ト
の
存
在
を
知

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず

3
級
試
験
を
ゼ
ミ
生
と
共

に
受
験
し
、
さ
ら
に
医
療

経
営
全
体
を
見
渡
せ
る
よ

う
な
知
識
を
得
る
た
め
に

医
療
経
営
士
2
級
の
資
格

取
得
を
目
指
し
勉
強
し
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。

③
第
1
回
目
の
2
級
試
験

は
不
合
格
で
し
た
。
そ
の

原
因
と
し
て
は
一
般
、
専

門
共
に
問
題
集
の
み
を
や

れ
ば
そ
れ
で
大
丈
夫
と

思
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。

2
級
は
広
範
囲
で
、
し
っ

か
り
し
た
知
識
を
持
っ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

反
省
し
、
ま
ず
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

見
て
全
体
の
ポ
イ
ン
ト
と

思
わ
れ
る
部
分
を
把
握

し
、テ
キ
ス
ト
を
精
読
し
、

問
題
集
を
解
き
、
更
に
ま

と
め
と
し
て
東
京
で
開
催

さ
れ
た
試
験
対
策
講
座
を

受
講
し
ま
し
た
。

④
初
め
て
の
経
験
な
の

で
、
一
般
講
座
、
専
門
講

座
共
に
、
漏
れ
の
な
い
よ

う
に
全
体
的
な
バ
ラ
ン
ス

を
と
っ
た
講
座
と
し
た
い

で
す
。
一
般
講
座
で
は
各

テ
キ
ス
ト
の
概
要
を
記
し

た
レ
ジ
ュ
メ
の
ポ
イ
ン
ト

を
解
説
し
、
ま
た
今
ま
で

出
さ
れ
た
問
題
集
を
参
考

に
し
た
重
要
項
目
を
詳
し

く
解
説
し
、
ま
た
専
門
講

座
で
は
、
特
に
今
回
の
診

療
報
酬
、
介
護
報
酬
の
同

時
改
定
に
と
も
な
う
変
更

項
目
は
、
試
験
の
ヤ
マ
と

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
お
け
る
改

正
点
と
と
も
に
詳
し
く
解

説
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

定価：3,150円（税込）	
●Ａ5判
●2色刷／192ページ

６
月
17
日（
日
）第
３
回 

「
医
療
経
営
士
２
級
」資
格
認
定
試
験
直
前
　「
認
定
登
録
医
療
経
営
士
２
級
」講
師
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

「
医
療
経
営
士
２
級
」合
格
者
が、自
らの
経
験
を
も
と
に

合
格
を
強
力
サ
ポ
ー
ト
！

東
京
会
場

長  

英
一
郎
氏

東
日
本
税
理
士
法
人
副
所
長
／

公
認
会
計
士
／
税
理
士

福
岡
会
場

中
村
康
寛
氏

保
健
医
療
経
営
大
学
学
部
長

問㈱日本医療企画教育事業本部
TEL.03-3256-2863 FAX.03-3256-2809
担当：三浦／鈴木

講座の3大ポイント
1．｢医療経営士2級｣に求められる全体像・重
要ポイントを理解でき、試験対策にとどまらず
日常業務に役立ちます。2．単元ごとに確認テストを実施します。ポイント解
説＋“講師作成確認テスト”で知識の定着を図
ります。3．受講生限定！！　①「要点ポイントオリジナルレ
ジュメ」を無料配布(非売品)。②毎週1回予
想問題メルマガ配信(全10回)。

難関試験突破に向け2日間集中で、出題範囲の“重要ポイント”を重点的に学習する講座を開催します。
東京会場 福岡会場

開催日 5月12日(土)【一般講座】／13日(日)【専門講座】 5月19日(土)【一般講座】／20日(日)【専門講座】

講　師 長  英一郎 氏 中村 康寛 氏

場所 エッサム神田ホール（東京都千代田区神田） 深見ビル会議室（福岡県福岡市博多区）

受 講 料
（2日間） 一般 50,000円／正会員 35,000円 一般 35,000円／正会員 30,000円
※内容、会場は都合により変更となる場合があります。あらかじめご了承ください。

第3回	 直前ポイント整理講座	 のご案内

「認定登録医療経営士2級」講師によるポイントを絞った講義で
実務に活き、且つ、合格のための秘訣を伝授！！

「医療経営士2級」
資 格 認 定 試 験	

6
月
17
日
実
施
、
第
3
回「
医
療
経
営
士
2
級
」資
格
認
定
試
験
に
向
け
て
、
日
本
医
療
企
画
が
5
月
に
開
催
す
る

受
験
対
策
講
座
の
講
師
を
担
当
す
る
2
名
に
、
受
験
体
験
談
・
講
義
で
心
が
け
た
い
点
な
ど
を
う
か
が
っ
た
。
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︱
︱
看
護
師
の
現
状
と
、

医
療
経
営
に
お
け
る
看
護

師
の
役
割
は
な
ん
で
す
か

田
中
●
全
国
の
病
院
で

は
、
看
護
師
を
副
院
長
に

登
用
す
る
動
き
が
活
発
化

し
て
い
ま
す
。
医
療
専
門

職
の
中
で
最
大
集
団
で
あ

る
看
護
師
の
副
院
長
へ
の

登
用
は
、
こ
れ
ま
で
の
単

な
る
職
能
集
団
の
ト
ッ
プ

で
は
な
く
、
組
織
の
中
で

経
営
に
寄
与
す
る
こ
と
を

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
メ

デ
ィ
カ
ル
プ
リ
ン
シ
プ
ル

社
の
調
査
に
よ
る
と

２
０
０
８
年
で
は
２
４
６

施
設
で
看
護
師
の
副
院
長

職
が
誕
生
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
病
院
数
は
約

９
０
０
０
施
設
な
の
で
ま

だ
ま
だ
割
合
は
低
い
で
す

が
、
そ
の
数
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
登
用
に
よ
り
経

営
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て

い
る
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
こ
と
は
、
看
護

師
集
団
に
と
っ
て
は
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ

な
が
る
で
し
ょ
う
し
、
医

療
チ
ー
ム
に
と
っ
て
は
医

師
等
多
職
種
と
の
協
働
の

推
進
、
患
者
に
と
っ
て
は

ケ
ア
の
視
点
か
ら
の
問
題

点
の
改
善
、
病
院
に
と
っ

て
は
病
棟
や
外
来
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
中
心
人
材
で

あ
る
看
護
師
の
コ
ス
ト
や

収
益
に
対
す
る
認
識
の
高

ま
り
等
、
あ
ら
ゆ
る
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

ま
で
看
護
師
か
ら
は「
私

達
は
お
金
の
た
め
に
医
療

を
行
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
」と
か
、「
経
営
の
勉
強

は
し
た
こ
と
が
な
い
の
で

解
ら
な
い
」と
い
う
声
が

多
く
聞
か
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、時
代
は「
知

ら
な
い
、
解
ら
な
い
」で

は
な
く
、
看
護
師
に
も
経

営
に
参
画
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
。

︱
︱
看
護
師
の
経
営
知
識

の
必
要
性︵
看
護
師
が
経

営
知
識
を
持
つ
こ
と
︶や
、

経
営
参
画
の
必
要
性︵
病

院
は
ど
う
変
わ
る
︶に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
な
お
考

え
を
お
持
ち
で
す
か

田
中
●
副
院
長
な
ど
の
要

職
に
就
か
な
い
と
経
営
に

寄
与
出
来
な
い
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
現
場
の
ス

タ
ッ
フ
か
ら「
経
営
の
こ

と
は
経
営
陣
が
考
え
る
こ

と
」「
経
営
陣
で
は
な
い
か

ら
経
営
に
は
関
係
な
い
」

な
ど
の
言
葉
を
耳
に
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
点
が
医
療
従
事
者
の
経

営
に
対
す
る
認
識
に
誤
解

が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
経
営
と
は

儲
け
る
こ
と（
黒
字
に
す

る
こ
と
）が
目
的
で
は
な

く
、
日
頃
行
っ
て
い
る
医

療
・
ケ
ア
の
成
果
と
し
て

黒
字
か
赤
字
の
結
果
が
出

て
く
る
だ
け
の
こ
と
で

す
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
看
護
師
が
日
々
の
ケ
ア

を
行
う
際
、
経
営
を
意
識

し
た
行
動
を
考
え
行
動
す

る
こ
と
が
必
要
な
の
で

す
。
裏
を
返
せ
ば
、
日
々

の
ケ
ア
そ
の
も
の
が
経
営

に
直
結
し
て
い
る
こ
と
に

気
付
く
こ
と
が
重
要
と
言

え
ま
す
。
経
営
で
は
、
ヒ

ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
の
資
源

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要

性
が
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
看
護
師
は
、
ヒ
ト
や

モ
ノ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は

デキる看護師が、病院を救う！
今こそ、看護師の積極的な
経営参画を！　その①

看護師が「医療経営士」資格取得を目指す動きが増えてきている。そこで今回
から２回にわたり、『デキる看護師の思考法』（日本医療企画発行）の執筆者で
ある株式会社メディカルクリエイトの田中智恵子氏に、看護師の経営参画の
必要性について、また、事務職員が医療機関の専門職最大集団である看護師
と協働していくためのポイントなどについて解説していただいた。

たなか・ちえこ●看護学校卒業後、看護師として従
事。退職後、東京大学医学部健康科学看護学科に
編入。コンサルタントとして看護・介護の現場に論
理思考を取り入れた業務改善、質の改善に従事。病
院、大学などで講演や研修を実施。東京大学大学院
医学系研究科修士課程修了。

業
務
の
中
で
実
践
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
カ
ネ
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
カ
ネ
の

専
門
家
で
あ
る
事
務
部
門

に
任
せ
が
ち
で
す
。
そ
の

た
め
、
ガ
ー
ゼ
や
注
射
器

な
ど
医
療
材
料
は
使
う

が
、
そ
の
単
価
は
知
ら
な

か
っ
た
り
、
検
査
や
処
置

は
実
施
し
て
も
、
そ
の
結

果
い
く
ら
の
診
療
報
酬
を

得
て
い
て
い
る
の
か
知
ら

な
い
な
ど
、
カ
ネ
に
対
す

る
認
識
の
薄
さ
は
大
き
な

問
題
で
あ
る
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

︱
︱
看
護
師
が
経
営
知
識

を
得
る
た
め
に
は
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
と
お
考
え
で

す
か
？

田
中
●
経
営
知
識
を
得
る

手
段
は
増
加
し
て
い
ま

す
。
近
年
、
多
く
の
大
学

が
、
社
会
人
向
け
に
経
営

学
修
士（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）の
資
格

を
取
得
で
き
る
コ
ー
ス
を

開
設
し
た
り
、（
医
療
者

は
あ
ま
り
足
を
運
ば
な
い

の
で
す
が
）書
店
の
ビ
ジ

ネ
ス
書
コ
ー
ナ
ー
は
経
営

知
識
、
経
営
的
視
点
を

持
っ
た
思
考
法
な
ど
経
営

に
関
す
る
書
籍
で
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。
医
療
経
営
士

の
資
格
も
、
も
っ
と
看
護

師
が
取
得
す
る
よ
う
に
な

る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
看
護
学
の
中
に
も

看
護
師
と
し
て
経
営
を
理

解
す
る
た
め
の
科
目
が
創

設
さ
れ
る
と
よ
い
と
思
い

ま
す
。

看
護
師
の
中
に
は
、
研

修
等
で
Ｐ
Ｌ
や
Ｂ
Ｓ
の
読

み
方
を
学
び
、
自
院
の
現

状
を
知
っ
た
り
、
Ｓ
Ｗ
Ｏ

Ｔ
分
析
を
し
て
自
院
の
強

み
を
考
え
た
り
し
て
い
る

看
護
師
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

看
護
師
に
と
っ
て
、
経

営
知
識
が
な
ぜ
必
要
か
、

学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
ど
ん

な
貢
献
が
出
来
る
の
か
が

明
確
に
な
り
、
学
ぶ
土
壌

が
整
備
さ
れ
て
く
る
こ
と

を
望
み
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、知
識
だ
け
で
は
な
く
、

実
学
と
し
て
学
び
を
深
め

る
た
め
に
現
場
で
実
践
す

る
こ
と
が
重
要
で
し
ょ

う
。
そ
れ
は
、
医
学
、
看

護
学
と
同
じ
よ
う
に
経
営

は
実
学
と
も
い
わ
れ
、
知

識
を
も
と
に
現
場
で
実
践

し
て
身
に
つ
け
る
こ
と
が

早
道
で
あ
り
、
最
も
効
果

的
だ
か
ら
で
す
。
経
営
知

識
だ
け
が
あ
っ
て
も
現
場

は
動
か
せ
な
い
こ
と
が

多
々
生
じ
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
経
営
知
識
と
と

も
に
、
こ
の
現
場
を
ど
う

変
え
る
の
か
思
考
す
る
ス

キ
ル
も
必
要
に
な
り
ま

す
。

︵
次
回
に
つ
づ
く
︶

自分で考え行動できる“問題解決型ナース”が病院を救う！

	

◆	医療経営関連書籍のご案内

●定価：2,940円（税込）	●Ａ5判／2色刷／300ページ

注目！！の書籍、著者に聞く	 第1回	 『デキる看護師の思考法』著者 田中	智恵子氏

著者　田中	智恵子	 +田中	伸明
（株）メディカルクリエイト教育研修事業部
大阪市立大学商学部経営学研究科
特任准教授／看護師

元京都産業大学経営学部 教授
医師
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看
護
師

問題解決型スキルで
看護現場を変革する

デキる看護師に必要なのは、知識ではなく「考え方」、
答えではなく「答えを導く方法論」なのです！
［主な内容］
第1章	 問題解決型思考を理解する	──	“デキる看護師”の思考プロセス
第２章	 問題解決型思考をマスターする	──	思考習慣を変える5つの基本スキル
第3章	 問題解決型思考を活用する	──	実践スキルを習得して思考力アップ！
第4章	 ケーススタディ	──	問題解決型思考による看護業務の改善事例
第5章	 経営を理解する	──	ワンランク上の看護師を目指すために

デキる	看護師 　 思考法	の
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●
日
本
精
神
科
病
会

精
神
科
医
療
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
公
表

日
本
精
神
科
病
院
協
会

は
こ
の
ほ
ど
、「
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
戦
略
会
議　

我
々

の
描
く
精
神
医
療
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
」（
案
）を
公
表

し
た
。
同
協
会
で
は
、
昨

年
度
よ
り
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

戦
略
会
議
を
設
置
し
、
今

後
の
精
神
科
医
療
福
祉
に

つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
い

た
。将

来
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

精
神
科
病
院
の
担
う
役
割

に
つ
い
て
、「
こ
れ
ま
で

医
療
提
供
以
外
に
担
わ
さ

れ
て
き
た
福
祉
的
施
設
の

代
用
や
保
護
的
収
容
な
ど

か
ら
、
真
に
適
正
な
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
機
関
へ

と
大
き
く
変
化
し
て
き
て

い
る
こ
と
を
基
本
認
識
と

し
て
共
有
す
る
必
要
が
あ

る
」と
し
、
精
神
科
病
院

と
精
神
医
療
の
あ
る
べ
き

姿
に
つ
い
て
ビ
ジ
ョ
ン
を

打
ち
出
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
精
神
科
救

急
医
療
体
制
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
病
院
全
体

で
担
う
病
院
群
輪
番
体

制
に
よ
る
こ
と
が
重
要

と
の
認
識
を
示
し
た
う

え
で
、「
精
神
科
救
急
入

院
料
算
定
病
棟
」を
救
急

医
療
圏
に
お
け
る＂
最
後

の
砦
＂
と
し
て
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
機
能
を
担
う
と
い

う
位
置
づ
け
に
整
理
し
直

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

し
た
。

ま
た
、
総
合
病
院
の
精

神
科
病
棟
に
つ
い
て
は
①

「
精
神
科
救
急
・
合
併
症

入
院
料
」算
定
病
棟
、
②

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー（
在

院
日
数
14 

日
以
内
）の
リ

エ
ゾ
ン
と
そ
の
後
一
般
病

床
で
の
継
続
医
療
に
向
け

た
ト
リ
ア
ー
ジ
の
役
割
、

③
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
の

後
方
支
援
病
棟
お
よ
び
地

域
に
お
け
る
精
神
身
体
合

併
症
患
者
を
専
門
的
に
受

け
入
れ
る
合
併
症
専
門
病

棟（
入
院
患
者
の
70
％
以

上
）︱
︱
の
い
ず
れ
か
の

機
能
を
持
つ
こ
と
を
法
制

的
に
も
位
置
づ
け
る
こ
と

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

認
知
症
疾
患
医
療
と
周

辺
領
域
に
つ
い
て
は
、「
認

知
症
は
併
発
す
る
Ｂ
Ｐ
Ｓ

Ｄ
や
せ
ん
妄
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
老
年
期
身
体
疾
患
が

充
分
に
管
理
さ
れ
れ
ば
余

命
は
延
び
る
。
さ
ら
に
認

知
症
患
者
も
や
が
て＂
看

取
り
＂に
い
た
る
が
、
そ

れ
も
含
ん
で
認
知
症
病
床

の
医
療
機
能
が
検
討
さ
れ

る
こ
と
が
必
要
」と
言
及
。

今
後
の
病
床
機
能
の
あ

り
方
と
し
て
、
現
行
の
認

知
症
治
療
病
棟
を
Ｂ
Ｐ
Ｓ

Ｄ
や
せ
ん
妄
な
ど
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
短
期
集
中
的
に

専
門
医
療
を
提
供
で
き
る

環
境
に
整
備
す
る
と
と
も

に
、
多
少
期
間
は
か
か
っ

て
も
回
復
期
の
専
門
医
療

を
提
供
し
つ
つ
、
在
宅
や

各
種
施
設
で
の
生
活
を
支

え
る
た
め
の
退
院
後
の
ケ

ア
を
家
族
や
施
設
ス
タ
ッ

フ
な
ど
に
学
ん
で
も
ら
う

「
認
知
症
回
復
期
・
療
養

病
床（
仮
称
）」の
創
設
を

提
言
し
た
。

こ
の
ほ
か
同
ビ
ジ
ョ
ン

で
は
、
生
活
施
設
の
整
備

に
よ
る
精
神
病
床
の
適
正

化
の
促
進
や
入
院
の
短
期

化
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。

●
全
日
本
病
院
協
会

12
年
度
事
業
計
画
な
ど

５
議
題
に
つ
い
て
了
承

全
日
本
病
院
協
会
は
３

月
24
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ド
パ
レ
ス
に
て
定
期
代
議

員
会
・
総
会
を
開
催
し

た
。
２
０
１
２
年
度
事
業

計
画
や
予
算
な
ど
５
つ
の

議
案
が
発
題
さ
れ
、
満
場

一
致
で
承
認
し
た
。

12
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て
は
、
①
社
会
保
障
制

度
、
医
療
制
度
そ
の
他
病

院
に
関
係
す
る
諸
制
度
に

関
す
る
調
査
研
究
お
よ
び

提
言
な
ら
び
に
政
府
そ
の

他
の
関
係
機
関
関
係
団
体

と
の
連
絡
協
議
、
②
病
院

の
管
理
運
営
お
よ
び
病
院

施
設
の
改
善
向
上
に
関
す

る
調
査
研
究
お
よ
び
提

言
、
③
病
院
資
質
の
向
上

に
資
す
る
医
師
そ
の
他
病

院
関
係
職
員
の
実
務
的
、

理
論
的
お
よ
び
倫
理
的
な

レ
ベ
ル
の
向
上
に
関
す
る

教
育
研
究
お
よ
び
検
定
な

ら
び
に
普
及
啓
発
、
④
そ

の
他
こ
の
法
人
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
に
必
要
な

事
業
︱
︱
の
４
つ
の
大
項

目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
①
で
は
国
民

の
た
め
の
医
療
・
介
護
に

か
か
わ
る
制
度
の
構
築
と

提
言
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て

お
り
、
こ
の
な
か
で
12
年

度
診
療
報
酬
改
定
お
よ
び

医
療
法
改
正
に
関
す
る
検

討
、
環
太
平
洋
戦
略
的
経

済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）に

関
す
る
検
討
、
終
末
期
の

対
応
と
理
想
の
看
取
り
に

関
す
る
実
態
把
握
お
よ
び

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
あ
り

方
の
調
査
研
究
に
基
づ
く

提
言
な
ど
を
行
う
と
し
て

い
る
。
会
場
の
代
議
員
か

ら
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
体

制
の
内
容
の
検
証
を
求
め

る
意
見
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
す

る
全
日
病
と
し
て
の
ス
タ

ン
ス
を
問
う
声
な
ど
が
挙

が
り
、
西
澤
寛
俊
会
長
や

猪
口
雄
二
副
会
長
が
回
答

し
た
。

こ
の
ほ
か
、
公
益
法
人

移
行
申
請
に
か
か
る
定
款

変
更
に
つ
い
て
も
検
討
。

準
会
員
の
設
立
や
社
員
総

会
の
実
施
な
ど
の
変
更
点

が
説
明
さ
れ
、
お
お
む
ね

了
承
さ
れ
た
。

●
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会
　
関
西
支
部

毎
月
医
療
経
営
士
の
方
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、

情
報
交
換
、交
流
の
場
と
し
て
勉
強
会
を
実
施

関
西
支
部
は
、
３
月
18

日
に
特
別
編
と
し
て
、

「
２
０
１
２
年
度
診
療
報

酬
・
介
護
報
酬
Ｗ
改
定
政

策
シ
ナ
リ
オ
の
全
貌
」（
日

本
医
療
企
画
発
刊
）の
著

者
で
、
東
日
本
税
理
士
法

人
副
所
長
の
長
英
一
郎
氏

を
講
師
に
招
い
て
、「
Ｗ

改
定
セ
ミ
ナ
ー
」を
新
日

本
有
限
責
任
監
査
法
人
大

阪
事
務
所
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー

ム（
大
阪
市
北
区
）で
開
催

し
た
。
当
日
は
医
療
機
関

事
務
職
員
や
関
連
企
業
従

事
者
な
ど
約
50
名
が
参
加

し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
同
書

籍
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使

用
し
な
が
ら
、
今
年
度
の

Ｗ
改
定
の
解
説
は
も
と
よ

り
、
厚
労
省
や
中
医
協
資

料
の
読
み
解
き
方
や
25
年

の「
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
」も
見
据
え
た
経

営
戦
略
に
つ
い
て
な
ど
、

多
岐
に
亘
る
内
容
と
な
っ

た
。セ

ミ
ナ
ー
参
加
者
か
ら

は「
今
改
定
に
至
っ
た
背

景
や
目
先
の
点
数
だ
け
に

は
捉
わ
れ
な
い
長
期
的
な

展
望
に
立
っ
た
内
容
で
大

変
参
考
に
な
っ
た
」な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

医療経営士のための

News
Topics

&

関
西
支
部
研
究
会
の
様
子
。
当
日
の

参
加
者
は
46
名

医療経営士　合同合宿研究会
『医療現場の“やりがい”を生み出す問題解決実践事例
～外来待ち時間の短縮　結論編～』
第1回研究会「外来待ち時間短縮」結論編です。前回参加病院様の自院レポートを医療経営士が
検証し、待ち時間短縮の北陸モデル構築を目指します。「外来待ち時間」という視点からの問題提
起・解決能力を学び、地域事情を考慮した中でのモデル構築、また聖路加国際病院様の取り組み
事例などの情報収集につなげます。

日　時 ：平成24年5月26日（土）�14：00～5月27日（日）�10：00
場　所 ：はかま鮨（富山県射水市庄西町）

講　師 ：鐘江康一郎氏 聖路加国際病院　経営企画室

会　費 ：医療経営士：10,000円（税込）／一般：13,000円（税込）　（1泊2食付）

定　員 ： 30名（先着順、定員になり次第締切）

申込・
問合せ

日本医療経営実践協会北陸支部
TEL.076-231-7791  FAX.076-231-7795

日本医療経営実践協会北陸支部からのご案内 日本医療経営実践協会推薦セミナー（無料）のご案内

浜松医科大学シンポジウム
災害に強い病院を目指した自助・共助のあり方
―災害医療コーディネーターとライフラインの重要性―
日　時 ：平成24年5月30日（水）�16：00～18：30
場　所 ：アクトシティ浜松コングレスセンター 43・44会議室

静岡県浜松市中区板屋町111-1　TEL053-451-1111

基調講演 ：石巻医療圏における東日本大震災への対応

講　師 ：石井　正氏�
石巻赤十字病院　医療社会事業部長・外科部長／宮城県災害医療コーディネーター

シンポジウム 東日本大震災に学ぶライフラインの確保策

参加対象
医療機関の院長・副院長・事務長、災害医療、救急医療に携わる医師・看護師、医療機
関・行政機関の危機管理を担当する管理職

申込・
問合せ

国立大学法人浜松医科大学地域医療学講座
TEL.053-435-2060  FAX.053-435-2450
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